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安来市の人口と世帯数　　　平成28年４月30 日現在

世帯数 ･･･14,218世帯　

人　口 ･･･男 19,208人　 女20,944人　 合計40,152人

なねと かげ

　
　
　
　
　

「
一
万
本
の
ツ
ツ
ジ
」



　

市長室だより

今月の表紙 

　約１万本のツツジが一斉に開花して、
斜面にピンク色のじゅうたんが広がりま
した。家族連れなど多くの人が訪れ、あ
ちこちでツツジを楽しむ姿が見られまし
た。
・撮影日　４月 30 日
・場　所　古代出雲王稜の丘公園

「鮮やか満開のツツジ」
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熊本の一刻も早い復興を

　先月、九州地方中部を中心に発生した「平成28年
熊本地震」により被災された皆様には、謹んでお見
舞い申し上げます。まだ多くの方が避難生活を強い
られておられます。一刻も早い街の復興を心から
願っています。
　14日未明の発生直後から当市では、危機管理担当
部署を中心に情報収集に努めて参りました。しかし、
週明けには被災地の避難長期化が明らかになり、支
援が必要と判断。４月19日早朝、被災地に向け救援
物資隊を派遣しました。同日19時頃に無事、指定の
搬送先に荷降ろしが完了し、派遣した職員達も無事
帰還しました。
　救援物資については事前に被災自治体からの要望
を把握。調達段階においては、急な要請にも関わら
ず市内事業所の皆さまに、在庫分の供出や夜間の搬
入等、数多くのご協力を賜りました。また、「我々
も何かしたいと思っていた」「更に必要なら連絡く
ださい」等、励ましや支援のお言葉もたくさん頂戴
しました。この場を借りまして派遣の報告と感謝を
申し上げます。
　ところで、先月から稼働している安来市給食セン
ターには、災害時の炊き出し拠点となる機能を備え
ています。実際に使用することがあってはなりませ
んが、災害には普段からの備えが必要です。今回、
そのことを改めて感じ、引き続き防災行政に努めて
いく決意を新たにしました。
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▲

東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
）
到

着
後
、
自
衛
隊
と
と
も
に
救
援
物
資
を

荷
降
ろ
し
す
る
隊
員
。

信
長

短
市



　

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス

　

結
婚
が
よ
り
思
い
出
深
い
も
の
に

な
る
よ
う
、
こ
の
度
、
安
来
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
婚
姻
届
を
作
成
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
市
民
課
や
広
瀬
・
伯
太
の

各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
な
ど
か
ら
入
手
で
き
、
全

国
の
自
治
体
で
使
用
が
可
能
で
す
。

　

島
根
原
子
力
発
電
所
を
運
営
す
る

中
国
電
力
株
式
会
社
に
対
し
、
以
前

か
ら
要
望
し
て
い
た
「
立
地
自
治
体

と
同
様
の
安
全
協
定
」
に
つ
い
て
、

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
、
従
来
の

届
を
ベ
ー
ス
に
、
全
体
を
淡
い
ピ
ン

ク
調
で
ま
と
め
、
余
白
部
に
清
水
寺

や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
鹿
介
の
か
ぶ
と

な
ど
安
来
ゆ
か
り
の
名
物
や
名
所
な

ど
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
あ
し
ら
っ
て
安

来
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
へ
の
提
出
用
の
ほ
か
、
二
人

の
手
元
に
残
す
記
念
用
も
用
意
。
記

念
用
に
は
写
真
の
貼
り
付
け
欄
や
、

互
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
す
欄
が
あ

り
、
愛
の
証
と
な
る
婚
姻
届
を
思
い

出
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
15
日
、
こ
の
婚
姻
届
を
使
っ

て
夫
婦
と
な
っ
た
原
輝て

る

雅ま
さ

さ
ん
（
宮

内
町
）
は
、「
婚
姻
届
が
記
念
に
残

せ
て
良
か
っ
た
。
こ
の
時
の
気
持
ち

を
大
切
に
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

4
月
25
日
、
同
社
よ
り
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
要
望
は
、
発
電
所
か

ら
30
㌔
㍍
圏
内
に
あ
る
安
来
・
出
雲
・

雲
南
市
が
３
月
28
日
に
共
同
で
提
出

し
た
も
の
で
す
。
島
根
県
や
松
江
市

と
い
っ
た
立
地
自
治
体
と
同
様
の
協

定
内
容
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
を
訪
れ
た
同
社
の
古
林
常

務
取
締
役
島
根
原
子
力
本
部
長
は
、

回
答
書
を
市
長
に
手
渡
し
、「
周
辺

自
治
体
と
の
安
全
協
定
は
議
論
を
重

ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
誠

意
を
も
っ
て
協
議
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
近
藤
市
長
は

「
市
民
４
万
人
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
今
後
も
粘
り
強
く
要
望
し

て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

安
来
節
演
芸
館
（
古
川

町
）
で
４
月
24
日
、
開
館

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
満
員
の
観
客
が

安
来
節
や
伝
統
芸
能
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

安
来
節
の
普
及
振
興
と

観
光
交
流
拠
点
と
し
て
平

成
18
年
１
月
に
開
館
し
、

毎
日
４
回
の
定
期
公
演
を

行
っ
て
い
る
安
来
節
演
芸

館
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
94
万
人
が
利

用
。
建
物
は
、
平
成
18
年
度
優
良
木

造
施
設
農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
の
安
来
節
は
、
家
元
四
代

目
渡
部
お
糸
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

安
来
節
保
存
会
メ
ン
バ
ー
の
特
別
編

成
で
公
演
。
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
豪
華
な
出
演
者
た
ち
に
、
来
場
し

た
皆
さ
ん
は
大
き
な
声
援
と
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
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中国電力から回答を受取

３

▲担当者から説明を受ける近藤市長。

特別な瞬間を記念に
安来市オリジナル婚姻届

▶
婚
姻
届
を
手
に
す
る
原
輝

雅
さ
ん
と
妻
の
未
来
さ
ん
。

安来節演芸館が
10 周年記念公演



　

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス

　

５
月
か
ら
安
来
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
岡
山
県
吉
備
中
央
町
出
身

の
重
森
は
る
か
さ
ん
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。

　

重
森
さ
ん
は
大
学
で
管
理
栄
養
士

の
資
格
を
取
得
し
た
後
、
農
業
を
学

ぶ
た
め
大
学
院
に
進
学
し
、
卒
業
後

は
総
社
市
の
農
業
法
人
な
ど
に
勤

務
。
日
本
の
農
地
を
守
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

で
き
る
協
力
隊
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
就
農
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
実

績
も
あ
る
安
来
の
協
力
隊
を
知
り
、

応
募
し
ま
し
た
。
当
面
は
、
比
田
地

区
を
拠
点
に
、
同
地
区
の
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
施
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
中
山
間
地
域
活
性
化
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
み
、
同
時
に
将
来

は
市
内
で
の
就
農
を
目
指
し
て
比
田

の
か
み
さ
こ
農
園
で
農
業
を
学
び
ま

す
。

　

５
月
２
日
の
委
嘱
式
で
、
近
藤
市

長
が
、「
比
田
地
区
は
環
境
が
よ
く
、

人
も
や
さ
し
い
良
い
と
こ
ろ
だ
が
、

人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
る
。
早
く

地
域
に
溶
け
込
ん
で
地
域
振
興
に
尽

力
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

重
森
さ
ん
は
「
将
来
は
安
来

で
農
業
を
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト

　

平
成
28
年
度
の
安
来
市
消
防
団
入

退
団
式
が
消
防
本
部
で
４
月
10
日
に

行
わ
れ
、
新
入
団
員
ら
に
辞
令
を
交

付
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
退
団
者
43
名
、
入
団
者
33

名
で
、
入
団
者
の
内
７
名
が
女
性
隊

員
で
す
。
近
年
、
各
地
で
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
地
域
防
災
の
要
で
あ

る
消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
長
年
活
躍
さ
れ
た
退
団

者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
ほ
か
、
新

入
団
員
を
代
表
し
、
赤
屋
分
団
の
近

藤
高
志
さ
ん
が
「
忠
実
に
任
務
を
遂

行
し
た
い
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

女
性
隊
に
入
団
し
た
久
代
希
美
さ

ん
は
「
災
害
や
緊
急
時
に
し
っ
か
り

と
し
た
対
応
が
で
き
る
団
員
に
な
り

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
か
ら
続
く
熊
本
地
震
支

援
の
た
め
、
熊
本
県
に
上
下
水
道
部

の
職
員
４
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

派
遣
は
、
熊
本
県
か
ら
社
団
法
人

日
本
水
道
協
会
島
根
県
支
部
を
通
じ

て
要
請
が
あ
り
、
市
で
は
４
月
23
日

か
ら
26
日
と
、
４
月
29
日
か
ら
５
月

２
日
の
２
回
に
分
け
て
水
道
業
務
に

関
わ
る
職
員
を
２
名
ず
つ
現
地
へ
送

り
ま
し
た
。

　

御
船
町
で
は
、
給
水
車
で
避
難
所

を
巡
り
給
水
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、

町
内
の
水
道
管
の
漏
水
箇
所
点
検
や

本
管
の
修
繕
活
動
な
ど
に
従
事
し
ま

し
た
。

の
栽
培
技
術
や
経
営
方
法
な
ど
を
学

び
な
が
ら
、
周
囲
の
人
と
協
力
し
て

地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
来
年
３
月
末
ま
で
で
最
長

３
年
間
。
安
来
市
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
重
森
さ
ん
を
含
め
、
３
人

と
な
り
ま
し
た
。
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地域に活力を注入

新たな地域おこし協力隊員

▶
握
手
を
交
わ
す
重
森
さ
ん
（
左
）

と
近
藤
市
長
。

地域を守る思いを胸に
新入消防団員 33 名

熊本地震支援
熊本県・御船町に職員派遣

▶
出
発
式
で
決
意
を
述
べ
る
上
下
水

道
部
の
職
員
。

４



　

先
の
熊
本
地
震
や
東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
し
、
死
傷
者
も
多
数
で
ま
し
た
。

地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
災
害
を
想
定
し
て
生
命
や
家
族
を
守
る

た
め
に
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
補
強
や
危
険
建
築
物
除

却
に
つ
い
て
の
補
助
金
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
※
検
討
す
る
人
は
事
前

に
建
築
住
宅
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 　

危
険
な
建
築
物
の
除
却
費
用
を
助
成

老
朽
危
険
建
築
物
等
除
却
助
成
事
業

　

居
住
環
境
や
安
全
性
の
向
上
を
図
り
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
な
ど
危
険
性
の
あ
る
不
良
住
宅
や
空
き
家

の
除
却
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
耐
震
改
修

●
耐
震
補
強
設
計
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。 

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
以
内
〔
最
大
40
万
円
〕

●
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。 

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
１
０
０

分
の
23
以
内
〔
最
大
82 

・
２
万
円
〕

●
耐
震
改
修
工
事
と
併
せ
て
行
う
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の

１
以
内
〔
最
大
80
万
円
〕

対
象
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅

■
耐
震
診
断

●
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す 

。

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の

９
以
内
〔
最
大
６
万
円
〕

■
解
体

●
耐
震
診
断
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る

と
判
定
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
除
却
工

事
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
１
０
０

分
の
23
以
内
〔
最
大
40
万
円
〕

■
不
良
住
宅
の
除
却

●
構
造
が
著
し
く
不
良
で
敷
地
周
辺

に
及
ぼ
す
危
険
性
が
著
し
い
木
造
住

宅
の
除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の

４
以
内
〔
最
大
１
０
０
万
円
〕

■
空
き
家
住
宅
・
空
き
建
築
物
の
除
却

●
跡
地
を
地
域
活
性
化
の
た
め
に
計

画
的
利
用
に
役
立
て
ら
れ
る
空
き
家

の
除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の

４
以
内
〔
最
大
１
０
０
万
円
〕

住宅支援制度の

お知らせ

■問い合わせ

　建築住宅課 ℡ 23-3325

空 き 家 バ ン ク

 　

住
宅
の
耐
震
対
策
関
係
の
助
成

木
造
住
宅
耐
震
化
等
促
進
事
業

　

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
ま
た
は
除
却
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

貸したい・借りたい・
売りたい・買いたいをつなげます

空 き 家 バ ン ク

　U Ｉターン者や田舎

ぐらしの希望者へ向け

て、空き家所有者と利用

希望者を紹介するサービ

スです。

●登録可能な空き家を募集します

　賃貸・売却が可能な空き家をお持ちの人はご相

談ください。調査して空き家バンクへ登録します。

利用希望者と条件が合えば紹介します。

●利用希望の人

　希望の地域や間取りなどをご相談ください。登

録物件から条件に合う物件所有者を紹介します。

　　　　　　■問い合わせ　定住企画課

　　　　　　　　　℡ 23-３０５９
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祝     

日
本
遺
産
決
定

出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～

安
来
市
・
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
で
文
化
庁
に
申
請
し
て
い
た
た
た
ら
製
鉄
文
化
財
群
が
四
月
二
十
五
日
、

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
広
域
連
携
で
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
・
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
来
の
ル
ー
ツ
は
た
た
ら

　

安
来
市
の
産
業
や
経
済
、

歴
史
、
地
理
、
さ
ら
に
は
安

来
節
な
ど
の
文
化
に
深
く
関

わ
っ
て
き
た
「
た
た
ら
製

鉄
」。
古
来
、
多
く
の
鉄
を

生
産
し
、
街
道
を
通
じ
て
集

め
ら
れ
、
安
来
港
か
ら
全
国

に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
安
来

市
の
ル
ー
ツ
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
の
が
た
た
ら
製

鉄
で
す
。

　

４
月
25
日
、
安
来
市
・
雲

南
市
・
奥
出
雲
町
内
の
た
た

ら
関
連
の
文
化
財
群
が
、
文

化
庁
よ
り
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
２

番
目
、
国
内
で
も
37
カ
所
の

内
の
一
つ
で
す
。

国
内
外
へ
の
情
報
発
信

　

日
本
遺
産
は
平
成
27
年
度

に
創
設
さ
れ
た
制
度
。
単
な

る
歴
史
や
文
化
の
保
存
や
解

説
を
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
に
あ
る
関
連
文

化
財
や
文
化
、
景
観
を
、
物

語
風（
ス
ト
ー
リ
ー
）に
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
、
総
合
的
か
つ

効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
も

の
で
す
。
こ
れ
に
は
こ
の
制

度
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
へ
の
外
国
人

観
光
客
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
東
京
や
大
阪
な
ど
、
一

部
の
地
域
に
偏
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
制
度
で
は
、
こ
の

旅
行
者
と
地
域
を
結
び
つ
け

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
、
各
地
特
有
の

文
化
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
伝
え
る
に
は
、
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文

化
や
風
土
等
を
物
語
風
に
伝

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
の
が

日
本
遺
産
で
す
。

鉄
づ
く
り
千
年
の
物
語

　

今
回
、
二
市
一
町
で
申
請

し
た
内
容
（
抜
粋
）
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

日
本
古
来
の
「
た
た
ら
製

鉄
」
で
繁
栄
し
た
出
雲
の
地

で
は
、
今
日
も
な
お
世
界
で

唯
一
た
た
ら
の
炎
が
燃
え
続

け
て
い
る
。
た
た
ら
は
鉄
の

生
産
だ
け
で
な
く
、
原
料
砂

鉄
の
採
取
跡
地
を
広
大
な
稲

田
に
再
生
し
、
燃
料
の
木
炭

山
林
を
永
続
的
に
循
環
利
用

す
る
と
い
う
、
人
と
自
然
と

が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
産

業
と
し
て
日
本
を
支
え
て
き

た
。
ま
た
、
鉄
の
流
通
は
各

地
の
文
物
を
も
た
ら
し
、
華

や
か
な
地
域
文
化
を
も
育
ん

だ
。
今
も
こ
の
地
は
、
神
代

の
時
代
か
ら
先
人
た
ち
が
刻

ん
で
き
た
鉄
づ
く
り
千
年
の

物
語
が
終
わ
る
こ
と

な
く
紡
が
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
、
安
来

市
内
の
構
成
文
化
財

は
、
金
屋
子
神
社
・
西
比
田

の
町
・
た
た
ら
製
鉄
用
具（
和

鋼
博
物
館
所
蔵
）・
玉
鋼
縁

起
（
同
）・
安
来
港
と
安
来

の
街
並
み
・
民
謡
安
来
節
・

卜ぼ
く
ら藏

新
田
・
飯
梨
川
と
赤
江

の
新
田
開
発
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
文
化

財
を
は
じ
め
周
辺
の
観
光
素

材
も
関
連
付
け
な
が
ら
国
内

外
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
二
市

一
町
で
連
携
し
な
が
ら
、
鉄

の
文
化
を
今
に
伝
え
、
未
来

に
生
か
し
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広報やすぎ　2016年６月

▲国内で唯一現存する菅谷たたら
（雲南市）で、４月 25 日に記念セ

レモニーが開催されました。

６



日本遺産（Japan Heritage）とは
「日本遺産」は，地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日

本遺産」として文化庁が認定するものです。ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形
や無形の様々な文化財群を，地域が主体となって総合的に整備・活用し，国内だけでなく海外
へも戦略的に発信していくことにより，地域の活性化を図ることを目的としています。

広報やすぎ　2016年６月

③

▲今回、登録対象となった文化財の一部　①鉄穴（かんな）流しの影響を受けた「飯梨川と赤江の新田開発」　 
②鉄の総本宮「金屋子神社」　③安来出身の画家松本春々が制作した「たたら絵巻：玉鋼縁起」（部分）　④和鋼
博物館に収蔵される「たたら製鉄用具」　⑤各地との盛んな交易から生まれた「民謡安来節」　⑥雲南市にある菅
谷たたらと山内　⑦奥出雲町の玉鋼製造伝承　※「」内は文化財の名称

① ②

④ ⑤

⑥

⑦

７



改

正

前

医療給付費分

改

正

後

医療給付費分
所得割率 8.18％ 所得割率 9.73％

均等割額 27,520 円 均等割額 29,540 円

平等割額 20,880 円 平等割額 22,040 円

課税限度額 520,000 円 課税限度額 540,000 円

後期高齢者支援金分 後期高齢者支援金分
所得割率 1.61％ 所得割率 1.88％

均等割額 5,600 円 均等割額 6,040 円

平等割額 4,270 円 平等割額 4,500 円

課税限度額 170,000 円 課税限度額 190,000 円

介護納付金分 介護納付金分
所得割率 1.83％ 所得割率 2.30％

均等割額 7,580 円 均等割額 8,870 円

平等割額 3,950 円 平等割額 4,600 円

課税限度額 160,000 円 課税限度額 160,000 円

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
現
状

　

安
来
市
で
は
、
平
成
22
年

度
の
改
正
以
降
、
税
率
を
据

え
置
い
て
（
※
制
度
改
正
を

除
く
）、
運
営
を
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
25
年
度
以
降
、

国
保
税
額
は
年
々
減
少
（
左

ペ
ー
ジ
表
１
）
と
な
り
、
単

年
度
収
支
（
そ
の
年
度
に
お

け
る
歳
入
歳
出
差
引
額
）
は

赤
字
（
表
２
）
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
、
保
険
税

の
財
源
不
足
に
、
基
金
を
取

り
崩
し
て
運
営
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

ま
た
、
一
人
あ
た
り
の
医

療
費
も
平
成
26
年
度
に
大
幅

な
増
加
（
表
３
）
に
転
じ
、

今
後
も
増
え
続
け
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
率
の

改
定
（
引
き
上
げ
）

　

平
成
28
年
４
月
（
６
月
本

算
定
）
か
ら
以
下
の
と
お
り

税
率
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
根
幹
で
あ
る
国
民
健
康
保

険
事
業
の
運
営
は
、
国
民
健

康
保
険
税
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
改
定
に
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康

保
険
税
の

軽
減
対
象
が

拡
大

国
民
健
康
保
険
の

税
率
が

改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
国
保
年
金
係
（
℡
23-

３
０
８
７
）

税
務
課
市
民
税
係　

  （
℡
23-

３
０
４
０
）

区分 軽減対象者の要件（世帯の所得額）
改正前（H27） 改正後（H28 以降）

７割
　軽減 33 万円以下 33 万円以下

　　（改正なし）
５割
　軽減

33 万円 + 被保険
者数× 26 万円以下

33 万円 + 被保険
者数× 26.5 万円以下

２割
　軽減

33 万円 + 被保険
者数× 47 万円以下

33 万円 + 被保険
者数× 48 万円以下

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、

世
帯
の
所
得
額
（
世
帯
主

と
加
入
者
の
所
得
の
合
計

額
）
に
応
じ
て
、
均
等
割

額
（
加
入
者
１
人
に
つ
き

課
税
）
と
平
等
割
額
（
１

世
帯
に
つ
き
課
税
）
に
つ

い
て
７
割
、
５
割
、
２
割

の
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
軽
減
の
基
準
が
平
成

28
年
度
か
ら
、
５
割
軽
減

と
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯

が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

※課 税 限 度 額
の 改 正 は 平 成
28年 度 の 国 の
税 制 改 正 に よ
るもので、安来
市もこの改正に
併 せ て 実 施 す
るものです。

広報やすぎ　2016年６月８



今
後
の
取
り
組
み

　

国
保
税
率
を
改
定
す
る
一

方
で
、
医
療
費
適
正
化
に
向

け
、
次
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

①
予
防
に
重
点
を
置
い
た
特

定
健
康
診
査
や
ミ
ニ
ド
ッ

ク
、
脳
健
診
等
の
事
業
を
積

極
的
に
進
め
ま
す
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
を

も
っ
た
低
価
格
な
薬
）
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

③
健
康
推
進
会
議
を
柱
と
し

た
保
健
予
防
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

④
国
保
税
徴
収
の
徹
底

（円）
94,000

92,000
88,884 89,929

88,664 87,439

83,678

90,000

88,000

86,000

84,000

82,000

80,000

78,000
Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

一人あたりの国保税額（年頭）

（万円）

9,386

△4,760
△6,929

△17,384

単年度収支
15,000

10,000

5,000

0

△5,000

△10,000

△15,000

△20,000

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

△13,049△13,049

（円）

314,310 318,482 316,258

346,414

379,721
400,000

380,000

360,000

340,000

320,000

300,000

280,000
Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

一人あたりの医療費

　

平
成
30
年
度
か
ら
都
道

府
県
が
国
保
の
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
ま
す
。

市
町
村
と
と
も
に
国
保
の

運
営
を
行
い
、
安
定
的
な

財
政
運
営
や
効
率
的
な
事

業
の
確
保
等
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　　

県
内
の
医
療
費
を
推
計

し
、
そ
の
保
険
給
付
費
に

充
て
る
た
め
の
額
を
決
定

後
、
市
町
村
に
通
知
し
ま

す
。
市
町
村
で
は
、
そ
の

額
を
国
保
税
と
し
て
被
保

険
者
か
ら
徴
収
し
、
県
へ

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
平
成
30
年
度

か
ら
の
国
保
税
率
・

額
は
、
県
が
示
す
標

準
保
険
税
率
を
参

考
と
し
て
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険

制
度
が

変
更
に

改定後の国保税額（年額）

県内市町村とのモデル世帯比較

一人あたりの
国保税額

（国保税総額を
被保険者数で
除した金額）

現　行
83,678
　　円

改定後 
91,768
　　円

増　額
8,060

　　円

家族４人
（夫・妻・子

2 人）
所得が 230
万円の世帯

【軽減なし】

現　行
405,500
　　円

改定後
465,000
　　円

増　額
 59,500
　　円

家族２人
（夫・妻）

所 得 が 80
万円の世帯

【5 割軽減】

現　行
109,800
　　円

改 定 後
125,200
　　円

増　額
15,400
　　円

家族２人　
（夫・妻）

所得なしの
世帯

【7 割軽減】

現　行
33,000
　　円

改定後
35,900
　　円

増　額
2,900

　　円

ケ
ー
ス
１

ケ
ー
ス
２

ケ
ー
ス
３

平成27年度（軽減前）

安　来　市 370,600 円
平　均　額 399,221 円
最　高　額 455,400 円
最　低　額 305,400 円

※モデル世帯：家族４人（夫・妻・子２人）
所得200万円、固定資産税５万円の場合

　安来市は、島根県内19市町村で低い方
から５番目の国保税額（年額）です。

表１

表２

表３

※H26年度までは実績、
　H27年度は決算見込み

※H26年度までは実績、
　H27年度は決算見込み

※H26年度までは実績、
　H27年度は決算見込み
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温
か
さ
と
安
心
が
届
き
ま
し
た

安
来
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の
配
食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

４
月
13
日
（
水
）、給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
配
送
車
が
出
発
し
ま
す
。
10
時

50
分
、
第
一
中
学
校
に
到
着
。
そ
の

ま
ま
、
鍵
付
き
の
パ
ン
ト
リ
ー
（
配

膳
室
）
に
保
管
さ
れ
ま
す
。
12
時
30

分
、
こ
の
日
は
い
つ
も
よ
り
時
間
を

早
め
て
、
当
番
さ
ん
が
準
備
を
始
め

ま
す
。
12
時
50
分
、「
い
た
だ
き
ま

す
」。

　

４
月
13
日
は
、
２
月
に
竣
工
し
た

「
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
ク
（
安
来
市
給
食

セ
ン
タ
ー
）」
か
ら
、
学
校
給
食
が

初
め
て
配
給
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と

一中でも３年▶
生は２年ぶり
の給食です。

▲昼食はグループごとに向
かい合って食べます。

第一中学校三年
門脇稜

りょうな

直 さん

２
年
ぶ
り
の
給
食
が

楽
し
み
で
し
た

広報やすぎ　2016年６月10



な
っ
た
学
校
は
、
市
内
の
４
つ
の
中

学
校
と
安
来
幼
稚
園
で
す
。
２
台
の

配
送
車
が
専
用
の
給
食
コ
ン
テ
ナ
で

各
学
校
に
届
け
ま
す
。

　
「
安
全
を
第
一
に
考
え
、
食
材
一

つ
ひ
と
つ
に
異
物
が
付
着
し
て
い
な

い
か
、
表
面
だ
け
で
な
く
裏
側
も
確

認
し
ま
す
。
ま
た
、
日
々
使
う
調
理

器
具
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
や
洗
浄
・
消

毒
な
ど
、
特
に
気
を
つ
け
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
調
理
業

務
を
請
け
負
っ
て
い
る
東
洋
食
品
安

来
市
セ
ン
タ
ー
責
任
者
尾お

の
う
え上
興こ
う
へ
い平

さ
ん
。
ま
た
、「
配
送
時
間
か
ら
逆

算
し
て
な
る
べ
く
温
か
い
給
食
を
届

け
る
よ
う
に
気
を
配
り
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
通
常
は
14
人
体
制
で

１
２
０
０
食
を
調
理
し
、
美
味
し
く

て
安
全
な
給
食
に
細
心
の
注
意
を
払

い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
高
度
な
衛
生
管

理
を
備
え
た
、
調
理
の
工
程
別
に
部

屋
を
分
け
、
食
材
が
汚
染
さ
れ
な
い

よ
う
に
調
理
す
る
人
の
動
線
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
お
か
ず
類
の
み
が
調

理
さ
れ
ま
す
。主
食
と
な
る
ご
飯
は
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
運
営
し
て
い
る
米
飯

加
工
セ
ン
タ
ー
（
伯
太
町
）
で
炊
か

れ
ま
す
。
主
食
と
副
食
が
別
々
に
学

校
へ
運
ば
れ
て
、
生
徒
の
み
な
さ
ん

の
机
上
に
並
び
ま
す
。

　

ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー
食
に
も
対
応
。

専
用
の
調
理
室
を
設
け
、
専
任
の
調

理
員
が
調
理
し
、
専
用
の
容
器
に
入

れ
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

初
日
の
献
立
は
、入
学
お
祝
献
立
。

“
あ
ず
き
ご
飯
、
牛
乳
、
鶏
の
照
り

焼
き
、
あ
す
っ
こ
の
お
ひ
た
し
、
花

ふ
の
す
ま
し
汁
、
さ
く
ら
ゼ
リ
ー
”

と
彩
り
は
な
や
か
な
給
食
が
並
び
ま

し
た
。
ご
飯
は
安
来
産
米
、
野
菜
類

も
地
元
産
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い

ま
す
。

　

献
立
を
作
成
す
る
栄
養
教
諭
の
堀

江
緑
さ
ん
は
「
旬
の
食
材
や
地
元
産

の
食
材
を
な
る
べ
く
使
い
ま
す
。
給

食
を
通
じ
て
季
節
や
地
元
の
農
産
物

を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
々
、
学
校
と
給
食
セ

ン
タ
ー
を
巡
回
し
、
子
ど
も
た
ち
の

給
食
の
様
子
を
調
理
部
門
に
伝
え
、

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
給
食
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
」。

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
ク
」
の
２
階
に

は
、
研
修
室
や
調
理
実
習
室
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
給

食
の
調
理
風
景
も
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
は
、
中
学
校
等
へ

の
配
食
で
す
が
、
将
来
は
市
内
の
全

て
の
小
学
校
に
も
提
供
で
き
る
よ
う

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
食
が
始
ま
っ
た
給
食
セ
ン

タ
ー
。
今
日
も
、市
内
の
学
校
へ「
温

か
さ
と
安
心
安
全
な
給
食
」
が
届
き

ま
す
。

▲センターは、ＨＡＣＣＰ（高
度な衛生管理の方式）に準拠
した設備です。また、災害時
には、炊き出し拠点にもなり
ます。

栄養教諭　
堀江　緑 さん

　

全
部
美
味
し
か
っ
た
で
す

が
、
中
で
も
「
あ
ず
き
ご
飯
」

が
気
に
入
り
ま
し
た
。
量
は
少

し
足
り
な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

今
日
は
４
時
限
目
を
使
っ

て
、
給
食
の
授
業
を
し
、
準
備

や
片
付
け
、
配
食
方
法
な
ど
を

練
習
し
ま
し
た
。
小
学
校
卒
業

以
来
の
給
食
で
す
が
、
や
は
り

温
か
い
昼
食
は
い
い
で
す
ね
。

　

給
食
で
は
ご
飯
と
み
そ
汁
を

中
心
と
し
た
和
食
メ
ニ
ュ
ー
に

す
る
よ
う
献
立
を
た
て
て
い
ま

す
。

　

地
元
産
や
季
節
の
食
材
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
で
、
給
食
そ

の
も
の
が
「
生
き
た
教
材
」
と

な
る
よ
う
に
献
立
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

給
食
が
子
ど
も
た
ち
の
将
来

の
健
全
な
食
習
慣
の

形
成
に
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

和
食
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
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■問い合わせ　いきいき健康課　
　　　　　　　　℡２３- ３２２０

健康の窓

　

市
で
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
10
年
間
の
食
育
の
方

向
性
を
示
し
た
第
二
次
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。（
※
第
一
次
は
平
成
22
～
27
年
度
に
実
施
）

　

安
来
の
豊
か
な
自
然
と
農
林
水
産
物
に
恵
ま
れ
た
環

境
を
最
大
限
に
生
か
し
、
市
民
や
関
係
団
体
な
ど
と
協

力
し
な
が
ら
食
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

食
育
は
家
庭
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。「
食
」
の

大
切
さ
を
学
び
、
家
族
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
健
康

や
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

第二次　　　　　　
安来市食育推進計画を

策定しました

取
組
方
針

 

地
産
地
消
、食
文
化
の
継
承

　

地
域
の
食
文
化
を
継
承
し
、
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
食

文
化
を
形
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
の
安
全
・
安
心

　

正
し
い
食
品
の
選
び
方
や
保

存
、
調
理
の
方
法
な
ど
、
安
全
・

安
心
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
、

知
識
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

和田美和管理栄養士の

　

★毎月19日は「食育の日」、毎年６月は「食育月間」です

　
「
食
」
は
、
生
き
る
上

で
の
基
本
で
あ
り
、知
育
・

徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。

　
「
食
育
」
と
は
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
通
じ
て「
食
」

　
食
育
推
進
運
動

　

薄
味
や
野
菜
の
量
、
適
切
な
栄

養
バ
ラ
ン
ス
と
カ
ロ
リ
ー
摂
取
な

ど
、
よ
り
よ
い
食
生
活
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

食
育
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

○
朝
食
を
毎
日
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
野
菜
を
１
日
３
回
以
上
食
べ

ま
し
ょ
う
。

○
薄
味
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
広
報
な
ど
食
の
安
全
に
つ

い
て
の
情
報
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
手
洗
い
な
ど
、
衛
生
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
食
品
表
示
な
ど
の
見
方
を
知

り
ま
し
ょ
う
。

○
地
元
や
旬
の
食
材
の
利
用
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
地
元
の
特
産
品
を
知
り
、
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
郷
土
料
理
や
食
文
化
を
次
世

代
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
農
業
体
験
や
料
理
教
室
な
ど

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

（作り方）

①新たまねぎの皮をむき、縦半分に切り、

　薄切りにする。これをボウルに入れて

に
関
す
る
知

識
と
「
食
」

を
選
択
す
る

力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生

活
を
実
践
す

る
こ
と
が
で

き
る
人
を
育

て
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

食
を
通
し
て
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
育
み
ま
す

食育とは ･･･

　

３
つ
の
取
組
方
針
に
沿
っ
て
、

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　塩を振ってもみ、さっと水洗いして水気を絞る。

②別のボウルに、Ａの調味料を混ぜておく。

③食べやすい長さに切った豚肉をゆでてざるに取り、水

　気を切って温かいうちに②に入れて味をな

　じませる。①も加えてあえる。

エネルギー＝１２０kcal 塩分＝０．７ｇ

　（材料）　　　　（４人分）　　　　　　　

新たまねぎ ･･････ 中２個（２４０ｇ）
塩 ･･････････････ 少々
豚肉 ････････････ １２０ｇ

（肩ロース脂身付き・しゃぶしゃぶ用）
調味料Ａ　みそ　大さじ１と１／３
　　　　　砂糖・酢　各大さじ１

新たまねぎと豚肉の酢みそあえ　

（ ）
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　シリーズ②  考えよう！公共施設等の未来

「公共施設等総合管理計画」を策定します
■問い合わせ　行財政改革推進室℡２３-３０２３

　市では、長期的に公共施設等のマネジメントを推進するため、今年度中に公共施設等総合管理計
画を策定し、将来の計画的な更新や長寿命化、施設配置の最適化に取り組みます。市の公共施設等
の現状についてシリーズでお知らせします。

10.00
単位：㎡

8.00

6.00

6.78
5.49

3.44
4.53

7.37

4.80
6.06 6.63

6.84

4.00

2.00

0.00
安
来
市

類
団
平
均

全
国
平
均

松
江
市

鳥
取
市

米
子
市

倉
吉
市

境
港
市

出
雲
市

大
田
市

益
田
市

江
津
市

雲
南
市

浜
田
市

9.32

4.62
3.69

5.27

3.92

類似団体平均の1.2倍の面積があり、人口比でかなり多いといえます。公共施設面積が多いことは、
住民サービス向上に努めてきた結果とも言えますが、今後は施設の大規模改修や更新が見込まれる
ため、施設の適正化を図っていかなければなりません。

一人当たりの公共施設延床面積

　他市と比べると人口一人当たりの延
床面積は多い
　本市の公共施設総延床面積は29万㎡で
一人あたり6.78㎡です。自治体面積や合
併経過等の地域要件があり単純な比較は
できませんが、本市の公共施設は全国平
均の約２倍、人口や産業構造が似通った

表１　人口一人当たりの公共施設延床面積

公共施設の耐震化について

50,000

延床面積：㎡

建設時期

45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000

0
～S41 S42～46 S47～51 S52～56 S57～61 S62～H3 H4～8 H9～13 H14～18 H19～23 H24～

要耐震化 耐震化不要建築基準法改正

表２　公共施設年代別建設状況

　昭和56年以前の建築物は耐震補強工事が必要になる場合があります
　災害時、公共施設は主な避難所となります。災害は地震だけではありませんが、避難所となる公
共施設には一定の耐震強度が必要となります。
　耐震基準は昭和56年の建築基準法改正で大きく変更され、改正以前の建築物は状況により耐震工

事を行う必要があります。昭和56年以前建設で耐震化済の施設が2．8万㎡あり、耐震
化が必要な施設は6．5万㎡と全体の22％になります。これらは築35年超と老朽化して
おり、多額の費用が必要な耐震化事業が必要です。

　市内の学校・保育所などの児
童・教育施設はすべて耐震化を
完了しています。

耐震補強後の広瀬小学校耐震補強後の広瀬小学校
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土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

土
砂
災
害
は
、
台
風
、
集
中
豪

雨
、
地
震
、
雪
解
け
に
よ
り
、
弱

く
な
っ
た
斜
面
が
崖
崩
れ
を
起
こ

す
も
の
で
す
。
一
般
的
に
雨
の
量

が
１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
ま
た

は
、
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が

１
０
０
ミ
リ
以
上
と
な
っ
た
と
き

は
、
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
は
一
瞬
に
し
て
、
尊

い
生
命
や
家
屋
な
ど
の
貴
重
な
財

産
を
奪
う
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
一
人
一
人
が
土
砂
災
害

か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

①
住
ん
で
い
る
場
所
の
環
境

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
あ
ら
か
じ
め
付
近
の
土
砂

災
害
危
険
箇
所
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
、

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
台
風
や
大
雨
の
時
は
気
象

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
緊
急
時
の
た
め
、
懐
中
電

灯
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
等
を
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
素
早
く
準
備
し
て
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。 

・
雨
が
降
り
出
し
た
ら
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県
や
気
象

台
が
発
表
す
る
土
砂
災
害
警

戒
情
報
に
注
意
。

③
早
め
に
避
難

・
市
の
避
難
勧
告
や
県
・
気

象
台
か
ら
の
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
発
表
さ
れ
る
前
で

も
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め

に
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
へ

　■問い合わせ　危機管理課℡２３ｰ３０７４
　

市
内
全
域
の
土
砂
災
害
危
険
箇

所
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
・
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
な
ど
）を
市
・

避
難
勧
告
と

避
難
指
示

避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
声
を

か
け
あ
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
通

称
・
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）

･･･

土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
地
域

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
通
称
・
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

･･･

建
築
物
に
損
傷
が
生
じ

住
民
等
に
著
し
い
危
害
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

※
別
添
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

市
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
バ
ナ
ー
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
身
近

な
危
険
箇
所
を
知
る

こ
と
が
、
減
災
に
つ

な
が
り
ま
す
。

▼市のホームページ上で
　下記バナーをクリック

と
市
か
ら
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
違
い
を
知

り
最
善
の
方
法
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

避
難
勧
告･･･

居
住
者
に

立
ち
退
き
を
勧
め
避
難
を

促
し
ま
す
。 

避
難
指
示･･･

被
害
の
危

険
が
切
迫
し
た
と
き
に
発

せ
ら
れ
る
も
の
で
、「
避

難
勧
告
」
よ
り
も
拘
束
力

が
強
く
な
り
ま
す
。 

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
短
期

間
で
局
地
的
に
集
中
的
に

大
雨
が
降
る
場
合
、
市
か

ら
の
避
難
指
示
が
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

身
の
危
険
を
感
じ
た
と

き
は
、市
が
発
令
す
る「
避

難
勧
告
・
指
示
」
を
待
た

ず
、
自
主
的
な
判
断
に
よ

り
早
め
の
避
難
行
動
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

う
。

・
単
独
行
動
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
避
難
が
困
難
な

と
き
は
、
近
く
の

頑
丈
な
建
物
の
２

階
以
上
に
緊
急
避

難
す
る
か
、
家
の

中
で
よ
り
安
全
な

場
所
（
危
険
箇
所

か
ら
離
れ
た
部
屋

や
２
階
な
ど
）へ
。

　

災
害
が
起
こ
る

自宅周辺の土砂災害情報は
市のホームページで

広報やすぎ　2016年６月

６月は「土砂災害防止月間」です

梅雨時期に多発！土砂災害に注意しましょう
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行
政
告
知
端
末
を
利
用
し
た

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
放
送
を
実
施
し
ま
す

　

大
地
震
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル

に
よ
る
武
力
攻
撃
な
ど
の
事

態
が
発
生
し
た
場
合
、
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
行
政
告
知

端
末
を
通
し
て
住
民
の
皆
さ

ん
に
瞬
時
に
伝
達
す
る
Ｊ
ア

　
　

訓
練
放
送
の
内
容
　

日
時　

６
月
23
日
㈭
午
前
10
時
15
分
頃

放
送
内
容　
「
こ
ち
ら
は
防
災
安
来
で
す
。
た
だ
い
ま

　

か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
」

　
「（
チ
ャ
イ
ム
音
）＋
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

　

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
」
×
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
防
災
安
来
で
す
。
こ
れ
で
訓
練
放
送
を

　

安
来
市
で
は
、
防
災
に
関
す
る
緊
急
情
報

を
迅
速
・
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
国

が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

で
発
信
し
た
緊
急
情
報
を
、
行
政
告
知
放
送

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

○
自
動
で
お
知
ら
せ
す
る
緊

急
情
報

・
緊
急
地
震
速
報
（
震
度
４

以
上
の
揺
れ
の
予
測
を
速
報
）

・
国
民
保
護
情
報
（
大
規
模

テ
ロ
情
報
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

に
関
す
る
情
報
な
ど
）

・
地
震
情
報
（
震
度
４
以
上

の
揺
れ
の
観
測
を
速
報
）

・
大
津
波
警
報

・
津
波
警
報

・
気
象
特
別
警
報

・
気
象
警
報

※
い
ず
れ
も
安
来
市
が
対
象

地
区
に
含
ま
れ
る
情
報
が
対

象
で
す
。

○
お
知
ら
せ
す
る
方
法

・
行
政
告
知
放
送

▼
最
大
音
量
で
流
れ
る
も
の

　

緊
急
地
震
速
報
、
国
民
保

　

護
情
報
、
大
津
波
警
報
、

　

気
象
特
別
警
報

▼
各
家
庭
で
設
定
さ
れ
た
音

　

量
で
流
れ
る
も
の

　

地
震
情
報
、
津
波
警
報
、

　

気
象
警
報
、
訓
練
放
送

・
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

・
安
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
緊

急
情
報
を
提
供
し
て
い
る
と

き
は
、
ト
ッ
プ
画
面
が
緊
急

画
面
に
切
り
替
わ
り
ま
す
）

・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
）、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

・
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
の
テ

ロ
ッ
プ
放
送
（
テ
レ
ビ
画
面

に
Ｌ
字
型
の
枠
を
表
示
し
、

文
字
情
報
を
流
し
ま
す
）

　

終
わ
り
ま
す
」

　

※
告
知
端
末
に
設
定
し
た
音
量
で
流
れ
ま
す
。

　

※
災
害
発
生
、
気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

　

訓
練
放
送
を
中
止
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
訓
練
放
送
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま

す
。

■問い合わせ
 ・情報政策課℡２３ｰ３０７７

行
政
告
知
放
送
な
ど
で

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
か
ら
の

緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課
℡
23-

３
０
７
４

広報やすぎ　2016年６月

６月 23 日
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国

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）

緊急情報発信

各ツールへ
情報発信　

ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
テ
ロ
ッ
プ
放
送

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

安
来
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

行
政
告
知
端
末

市民

安来市
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 ２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり
平均給与額
（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

平成26年度 478人 1,796,847千円 259,499千円 668,928千円 2,725,274千円 5,701千円
※職員手当には、退職手当は含みません。
※職員数は、平成26年４月１日現在の人数です。

１．人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口 
（平成27年1月1日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率 

（Ｂ／Ａ）

平成26年度 40,786人 24,683,180千円 456,854千円 4,238,630千円 17.2％
※参考　平成25年度人件費率…16.4%
※人件費には、退職手当負担金を除き、特別職等に支給される給料報酬等を含んでいます。

 ３．ラスパイレス指数の状況
（平成27年４月１日現在）

安来市 全国市平均
98.0 98.7

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を
100とした場合の給与水準を示す指数です。

 ４．一般行政職の平均給料月額・平均年齢の状況
（平成27年４月１日現在）

区　分 安来市 国

平均給料月額 331,600円 334,283円

平均給与月額 389,996円 －

平均年齢 43歳７月 　　　43歳５月
※平成27年度給与実態調査に基づき算出しています。
※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる諸手当
（扶養手当、住居手当）の合計額です。

※安来市は平成27年４月より２％の給料カットを実施
しています。

５．一般行政職の初任給の状況
         （平成27年４月１日現在）

区　分 安来市 国
大学卒 160,400円 176,700円
高校卒 139,300円 144,600円

※安来市は平成27年４月より２％の給料カッ
トを実施しています。

お知らせします

職員の給与
定員管理などの状況
　市職員の給与は条例、規則などで定められており、
給与には、基本給としての給料と扶養、住居、通勤手
当や民間の賞与に当たる期末・勤勉手当などがありま
す。今月号では給与などの状況をお知らせします。

▲４月に発生した熊本地震では、市職員と消防
本部職員が救援物資を搬送しました。また、
給水活動に従事するため上下水道部職員も派
遣されました。

広報やすぎ　2016年６月16
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（2）扶養手当　　  　（平成27年４月１日現在）

区　　分 安来市
配偶者 13,000円

配偶者がいない場合の１人目 11,000円
２人目以降 6,500円

満16歳～満22歳の子１人に
ついての加算額 5,000円

※国と同じ。

（4）住居手当　　    （平成27年４月１日現在）

借家居住者
月額12,000円を超える家賃
を支払っている者に対して
27,000円を限度に支給。

※国と同じ。

（3）通勤手当　　　　　　　　　　 　（平成27年４月１日現在）

交通機関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して１カ
月あたりの運賃相当額55,000円を限度に支給。

交通用具
利 用 者

自動車等を使用して通勤する職員に対して通勤距
離区分により、3,200円から22,400円の範囲内
で支給。

６．職員手当の状況（一般会計職員）
（1）期末・勤勉手当　　　　　　　   　（平成26年度支給割合）

区　分
安来市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
 ６月期 1.225月分 0.675月分 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.825月分 1.375月分 0.825月分

計 2.60月分 1.50月分 2.60月分 1.50月分

備考 職制上の段階、職務の級
等による加算措置あり。

職制上の段階、職務の級
等による加算措置あり。

７．特別職の報酬等の状況

区　分 月　額 期末手当
（平成26年度支給割合）

給料

市　長 712,000円  ６月期 1.40月分

副市長 693,500円 12月期 1.42月分

計 2.82月分

報酬

議　長 413,000円  ６月期 1.45月分

副議長 370,000円 12月期 1.50月分

議　員 343,000円 計 2.95月分

※市長20％、副市長５％の給料（報酬）カットを実施
しています。

８．職員数（部門別職員数）の状況
（各年４月１日現在）

区　分 職員数（人）　
部　門 平成26年 平成27年 増減

普
通
会
計

一
般
行
政

議　会 ４ 4 0
総　務 87 90 3
税　務 24 22 ▲ 2
民　生 112 113 1
衛　生 23 26 3

農林水産 23 24 1
商　工 12 12 0
土　木 38 37 ▲ 1

計 323 328 5
教　育 68 65 ▲ 3
消　防 87 89 2
小計① 478 482 4

公
営
企
業
等
会
計

病　院 192 179 ▲ 13
水　道 20 19 ▲ 1
下水道 12 12 0
その他 16 16 0
小計② 240 226 ▲ 14

合計（①＋②） 718 708 ▲ 10
※職員数（教育長含）は、平成27年度地方公共

団体定員管理調査に基づいて算出しています。

●問い合わせ
　　　　人事課 ℡２３‐３０６５

ここに掲載している内容は、総務省が示す統一様
式の中から抜粋したものです。詳しい内容につい
ては、市のホームページで公開しています。

広報やすぎ　2016年６月 17



たうん

とぴっくす
身近な町の話題や出来事を紹介します

はなやか！東比田のシバザクラ
　東比田の永田集落のあぜに植えられたシバザクラ
が見頃を迎えた４月30日、シバザクラ祭りが開催
されました。
　永田集落では、平成26年から集落の環境美化と
雑草抑制のため、防草シートにシバザクラの植え付
けを始め、今年は集落内の３箇所約2,500㎡に見事
な花が咲きました。
　祭りは、湯田山荘から500㍍ほど東側へ進んだシ
バザクラ前をメーン会場として開催。ステージや飲
食物を販売するテントが並び、地区内外からの多く
の人でにぎわいました。

　清井町在住のツバキ愛好家、井塚万三
郎さんが一般社団法人日本ツバキ協会に
申請したツバキ「三

さん

乗
じょう

山
ざん

」が新種とし
て認定されました。
　新種として登録された「三乗山」は、
平成17年に井塚さんが自宅近くの三上
山の山中で偶然発見。葉が小判型で花が
小さく12月頃に咲く早咲きであったこ
とから珍しいと思い、発見した山の名か
ら一字を変えて、三乗山と名付け、自宅
で挿し木などをして増やしました。

宇賀荘のツバキが新種認定

▲認定書を手に持つ井塚氏

　昨年２月に日本ツバキ協会に新種登録を申請し、４月９日に京都府与謝野町
で行われた椿サミットで認定を受けました。今後は日本ツバキ協会を通じて、
国際ツバキ協会（ロンドン）へ新種として申請されます。
　認定を受けた井塚さんは「宇賀荘が椿の里として一生懸命取り組んできたご
褒美のようです。新種登録が刺激となって地域がさらに盛り上がってほしい」
と喜びを語りました。

▼新種に認定された
　ツバキ「三乗山」

12 広報やすぎ　2016年６月18



たたら文化が息づく“刃物まつり”
　全国の刃物産地が一堂に集まる「やすぎ刃物まつり」が、5月４・
５日に中心市街地で開催されました。各産地で素材として使われてい
るのは、市内で生産されるハガネで、このハガネはたたら製鉄に深い
関わりがあります。開会式では、たたら製鉄の文化が日本遺産に決定
したことが報告されました。
　会場では、全国９府県から40店舗が展示即売。新潟県三条市から
出店した平出大

とも

礼
ゆき

さんは、「建具屋さんなどが使う専門道具を揃えて、

▶和鋼博物館では五寸釘を使用したペーパー
ナイフ作りが行われ、多くの人が刀匠の指
導を受け体験していました。

学生寮完備で、

　高校生の安来留学

　市内の二つの高校の学生向けに学生寮が整備され、
3人の高校生が新たな生活をスタートさせました。寮
となっているのは、市が所有する島根総合福祉専門学
校の学生寮（広瀬町）。ワンルームタイプで、主な家
具やWi-Fi 環境付きで、防犯設備も整っています。
　県立安来高校・情報科学高校では、今年度から「し
まね留学」の対象校となっています。この制度は、主
に県外からの高校生を積極的に受け入れるもので、こ
れに併せて学生寮を市が両校に無償で提供することに
なりました。
　現在、入寮しているのは安来高校の山

やま

本
もと

晃
こう

生
せい

さん（吉
賀町出身）、石

いし

橋
ばし

幸
こう

大
だい

さん（松江市出身）と、情報科
学高校の荻

おぎ

野
の

司
つかさ

さん（兵庫県出身）です。3人とも朝
食は自炊、夕食は宅配弁当での生活です。
　荻野さんは志望動機を「インターネットで高校のカ
リキュラムを見て島根に来ることに決めました」とい
い、「方言に少し戸惑っています」と話してくれました。
　また、高校までバス通学をしている山本さんと石橋
さんは、これまでの感想をそれぞれ「本数が少ないの
で遅れると困ります。そのため時間を意識して行動す
るようになりました」「個室なので勉強も集中できま
すよ」と話してくれました。

▲

学生寮には談話
室があり、夕食
は同室で食べま
す。

毎年この祭りに来ています。全
国からいい道具が集まるので、
専門職の方がたくさん来られま
す。なじみのお客さんができた
ので参加を楽しみにしていま
す」と話していました。
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 安来市加納美術館

からのお知らせ
 所在地　広瀬町布部 345-27
 開館時間 ９時～16時30分（入館16時まで）
 休館日　毎週火曜日（祝日は翌日休館）

   ℡ 0854-36-0880　FAX 0854-36-0881

名
碗
を
愉
し
む
会

卯
の
花
茶
会

    

企
画
展

    「
加
納
莞
蕾
と
独
立
美
術
」

【
後
期
】
～
７
月
11
日
㈪
ま
で

　
戦
後
、
島
根
の
美
術
界
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
た
独
立
美
術
会
員

の
米
原
智(

安
来
市
出
身)

の
作

品
を
特
集
す
る
と
と
も
に
、
島
根

 

ち
ょ
こ
っ
と
男
女
共
同
参
画
⑦

　
第
３
次
安
来
市
男
女
共
同
参
画
計
画 

に
つ
い
て

　
市
で
取
り
組
み
ま
す

●
さ
ま
ざ
ま
な
暮
ら
し
方
に
応
じ
た

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の
支
援
体
制

を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

●
各
種
団
体
と
と
も
に
講
座
や
学
習

会
、
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
、
家
庭

で
の
男
女
共
同
参
画
を
進
め
ま
す
。

●
保
育
所
で
の
一
時
保
育
、
延
長
保

育
、
休
日
、
病
後
児
保
育
等
の
受
け

入
れ
を
実
施
し
ま
す
。

●
新
庁
舎
・
総
合
文
化
ホ
ー
ル
に
子
ど

も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
す
べ
て

の
人
々
が
利
用
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

●
企
画
や
運
営
に
女
性
の
意
見
を
生

か
す
た
め
、
役
員
な
ど
に
女
性
の
参

画
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
推
進
す
る

た
め
、
男
性
が
積
極
的
に
家
事
・
育

児
・
介
護
に
関
わ
り
、
女
性
の
職
業

生
活
の
充
実
を
支
援
し
ま
し
ょ
う
。

●
男
女
双
方
の
視
点
に
立
っ
た
、
地

域
防
災
の
学
習
会
や
自
主
組
織
の
結

成
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
活
動
を

活
発
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

男
女
が
互
い
の
個
性
や
能
力
を
認
め
合

い
、
支
え
合
う
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職

場
を
つ
く
り
、
未
来
に
つ
な
げ
ま
す
。

基本目標④

計
画
の
基
本
目
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
毎
年
６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
男
性
と
女

性
が
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
…
人
権
施
策
推
進
課　
℡
23-

３
０
９
５

県
在
住
の
独
立
美
術
出
品
作
家
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
企
画
展
に

合
わ
せ
て
莞
蕾
作
品
も
展
示
し
ま

す
。

入
館
料　
一
般
…
１
０
０
０
円
、

学
生
（
高
校
生
以
上
）
…
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
・
障
が
い
者
…

無
料 　

作
品
鑑
賞
の
後
、茶
室「
如

水
庵
」
に
て
呈
茶
。
名
碗
を

手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

日
時　
６
月
12
日
㈰　

▽
午
前
の
部
…
10
時
～　

▽
午
後
の
部
…
13
時
～

料
金　
２
５
０
０
円
（
入
館

料
込
）

申
込
期
限　
６
月
９
日
㈭
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book図書館からのお知らせ

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索

　近くの図書館（室）に借りたい
本がない場合、他の図書館（室）
から取り寄せができます。

著　者　下村敦史
出版社　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

「真実の檻」

　大学生の洋平
は母の遺品整理
中、実父が殺人
事件を犯した死
刑囚であること
を知る。殺害されたのは母の両
親、洋平の祖父母だった。江戸
川乱歩賞作家が描いた注目の法
廷サスペンス。

著　者　竹内勝巳
出版社　勉誠出版

「オビから読むブックガイド」

　本は「オビ」
にも著者や編集
者たちの思いが
たくさんつまっ
ています。初め
ての出会いを演
出する「オビ」の魅力とともに、
全150冊を紹介したブックガイ
ドです。

邪馬台国などの謎を徹底した原
文検証によってリアルな解明に
挑戦したのが本著です。

「かくも明快な魏志倭人伝」

著　者　木佐敬久
出版社　冨山房インターナショナル

　３世紀に著さ
れた中国の史書
「魏志倭人伝」
は、多くの謎を
古代史研究に投
げかけました。

「大橋鎭子と花森安治
　『暮しの手帖』二人三脚物語」
著　者　塩澤実信
出版者　北辰堂出版

　ＮＨＫ朝ドラ「とと
姉ちゃん」のモデル
大橋鎭

しず

子
こ

さんと花森
安治さんがてがけた、
雑誌『暮しの手帖』
を築き上げるまでの苦悩と希望の物
語。花森安治さんは旧制松江高等学
校を卒業した山陰ゆかりの人物です。

  

石
井
光
太
氏 

講
演
会 

　
「
き
み
が
世
界
を

　

 　

変
え
る
な
ら
」

著　者　皆川黒助
出版社　角川文庫

　妖怪嫌いなのに「妖
怪研究同好会」に所
属中の皆

みな

人
と

。文化祭
で起きた奇妙な４つ
の事件に挑みます。
事件の背後には妖怪が･･･境港市を
舞台にした青春ミステリー第３弾。

　「ようするに、怪異ではない。
　  お祭り百鬼夜行」

ノッキンオン・ロックドア
	 青崎有吾
純情必死剣～からたけ割り～
	 池永陽
銀杏アパート	 片島麦子
なにもないことが多すぎる
	 片山恭一
アカガミ	 窪美澄

クハナ！	 秦建日子
ニセモノの妻	 三崎亜記
女の七つの大罪
	 林真理子・小島慶子
我が家の内輪話
	 三浦朱門・曽野綾子
旗本風来坊～助太刀始末～
	 芦川淳一
吉原詣で～鎌倉河岸捕物控28～
	 佐伯泰英

その他　新刊図書

日
　
時　

６
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時

会
　
場　

和
鋼
博
物
館

対
　
象　

小
学
校
高
学
年
以
上

そ
の
他　

▽
定
員
１
０
０
人（
先

着
順
）　

▽
要
申
込

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

安
来
市
読
書
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
事
務
局
（
安
来
市
立

　
生
き
て
い
く
た
め
に
、
今
何
を

身
に
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
。
多
く

の
国
々
を
巡
り
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
を
取
材
し
て
き
た
作

家
・
石
井
光
太
さ
ん
が
語
る
、
人

生
を
切
り
開
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

著　者　いっこく堂
出版社　くもん出版

「ぼくは、いつでもぼくだった。」

　腹話術師の
いっこく堂さん
の自伝。いっこ
く堂さんの活動
の核には人に対
する徹底したや
さしさがあります。子どもから
大人まで楽しめる一冊です。

図
書
館
内
）

℡
22-

２
５
７
４

℻
22-

２
５
９
８

石井光太 氏
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永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦

覧
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
℡
23-

３
１
３
５

登
録
対
象　
平
成
８
年
６
月
２

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
28
年

３
月
１
日
ま
で
に
住
民
登
録
を

済
ま
せ
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
安
来
市
に
居
住
し
て
い
る
人
。

縦
覧
期
間　
６
月
３
日
㈮
～
７

日
㈫
８
時
30
分
～
17
時

縦
覧
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会

（
安
来　
）

異
議
申
出　
登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
縦
覧
期
間
中

に
異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管
理

　中学校修了前の児童を養育してい
る人は、児童手当が支給されます。
受給するには、現況届の提出が毎年
必要です。関係書類を５月末に手当
を受けている人に発送します。

　福祉課　℡２３－３２48

行　

政

委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
総
務
課
℡
23-

３
０
１
６

　
安
来
市
で
は
、
各
庁
舎
に
義

援
金
箱
を
設
置
し
、
平
成
28
年

熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
の
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
最
終
日　
６
月
30
日
㈭

義
援
金
箱
設
置
場
所　
総
合
案

内
（
安
来　
）、
広
瀬　
（
広
瀬

　
）、
伯
太　
（
伯
太　
）

そ
の
他　
義
援
金
は
日
本
赤
十

に
発
送
し
ま
す
。
初
回
（
第
１

期
）
の
納
期
限
は
６
月
30
日
㈭

で
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
保
険
年
金
課

　
℡
23-

３
０
８
５

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

75
歳
以
上
の
人
と
65
歳
以
上
で

障
が
い
認
定
を
受
け
た
人
が
加

入
す
る
制
度
で
す
。

●
保
険
料
額
は
４
月
と
７
月
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

４
月
…
平
成
27
年
度
の
保
険
料

額
を
も
と
に
仮
徴
収
（
暫
定
）

保
険
料
開
始
通
知
書
を
送
付

し
、
４
月
～
８
月
ま
で
の
保
険

料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

（
仮
徴
収
の
対
象
者
の
み
）

７
月
…
平
成
27
年
の
所
得
金
額

を
も
と
に
平
成
28
年
度
の
保
険

料
額
を
決
定
し
、通
知
し
ま
す
。

●
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き
去

り
）と
普
通
徴
収（
口
座
振
替
、

納
付
書
払
い
）
の
２
つ
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　
納
付
書
払
い
の
場
合
、
便
利

な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
通
帳
の
届
出
印
を
持
参
し

て
、
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
を
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
人
も
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
口
座
振
替

で
納
め
る
場
合
は
、
改
め
て
金

融
機
関
で
の
口
座
振
替
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

支 給 額・３歳未満…月額１万５千円
　 　 　・３歳～小学生（第１子、第２子）…月額１万円
　　　　　　　 　 　　（第３子以降）…月額１万５千円
　　　　※子どもの人数は18歳になって最初の３月31
　　　　　日を迎えるまでの子どもを数えます。
　 　 　・中学生…月額１万円　
提出期限　６月30日㈭
提 出 先　福祉課（　）、市民課④窓口（安来　）、 伯 
　　　　　太　（伯太　）※児童福祉施設および里親
　　　　　は福祉課（広瀬　）へ提出してください。
注意事項　▽平成28年１月１日現在の住所地が、安来
　　　　　市外にある支給対象者およびその配偶者は、
　　　　　その住所地において平成28年度課税所得証
　　　　　明書の交付を受けてください。
　　　　　▽公務員の人は勤務先へ提出してください。
　

児童手当の現況届は

６月30日までに提出を

字
社
島
根

県
支
部
を

通
じ
て
被

災
地
に
送

り
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
市
民
税
・
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
税
務
課

　
▽
課
税
に
つ
い
て

　

 

市
民
税
係
℡
23-

３
０
４
０

　
▽
税
の
納
付
に
つ
い
て

　
　
収
納
係
℡
23-

３
０
４
３

　
平
成
28
年
度
の
市
民
税
・
県

民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

の
納
税
通
知
書
を
６
月
15
日
㈬

問

問

問

問庁

庁

庁

庁
庁

庁

庁

地

地

問

地
健
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８
月
7
日
㈰
・
９
月
４
日
㈰
い

ず
れ
も
10
時
～
・
14
時
～
、
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
（
松
江
市
白

潟
本
町
）

　
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

　
℡
０
１
２
０-

67-

４
５
１
０

日
時　
６
月
12
日
㈰
10
時
～
16

時
30
分

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

内
容　
▽
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
（
10

時
～
）　

▽
就
職
面
接
会
（
13

時
～
）

対
象　
平
成
29
年
３
月
に
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者
、

ま
た
は
県
内
就
職
を
希
望
す
る

人
。

※
参
加
企
業
は
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
し
ま
ね
」
の
サ
イ
ト
に
順

次
掲
載
し
ま
す
。

安
来
市
戦
没
者
追
悼
式

　
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
１

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

の
慰
霊
と
、
平
和
を
願
う
市
民

の
強
い
決
意
を
表
し
ま
す
。

日
時　
６
月
21
日
㈫
14
時
～

場
所　
安
来
市
民
体
育
館

農
業
者
年
金
等
の
現
況
届
は
６

月
30
日
ま
で
に

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
23-

３
３
６
０

　
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年

金
や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
の
用

紙
は
、
５
月
に
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
受
給
者
宛
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

提
出
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
30

日
㈭

提
出
先　
農
業
委
員
会
（
伯
太

　
）、
市
民
課
（
安
来　
）、
広

瀬
・
伯
太
各 　
（
広
瀬
・
伯
太

各　
）

そ
の
他　
届
の
提
出
が
な
い
場

合
、
11
月
の
支
払
い
か
ら
提
出

す
る
ま
で
、
支
払
い
が
停
止
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　
　
▽
試
験
に
つ
い
て

　
島
根
県
鳥
獣
対
策
室

℡
０
８
５
２-

22-

５
１
６
０

　
▽
事
前
講
習
会
に
つ
い
て

　
島
根
県
猟
友
会

　
℡
０
８
５
２-

22-

４
１
２
９

●
免
許
取
得
試
験

日
時　
７
月
24
日
㈰
９
時
～

場
所　
県
庁
会
議
棟

●
免
許
取
得
の
た
め
の
事
前
講

習
会

日
時　
７
月
3
日
㈰
９
時
～

場
所　
安
来
中
央

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー℡

０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　
第
１
回
…
８
月
31

日
㈬
、
第
２
回
…
９
月
20
日
㈫

資
料
請
求　
島
根
学
習
セ
ン
タ

ー
ま
で
（
無
料
）。
放
送
大
学

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

●
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
・
場
所　
６
月
26
日
㈰
・

　　■平成27年度■
　　公文書情報公開・個人情報開示請求
　の状況をお知らせします
１．請求件数

情報公開 個人情報

受付 ２５件 ３件

公文書 ２５件 ３件

２．公開の請求に対する決定状況

種類 情報公開 個人情報

公開 ３０件 ３件

部分公開 ４件 ０件

非公開 ０件 ０件

却下 ０件 ０件

本人取下 １件 ０件

３．請求者の状況

情報公開 個人情報

請求者数 ２０人 ２人

４．請求担当課別状況

所管課名 情報公開 個人情報

介護保険課 ７件 ２件

学校教育課 ６件 ０件

庁舎建設室 ２件 ０件

総務課 ２件 ０件

財政課 ２件 ０件

地域振興課 ２件 ０件

管財課 １件 ０件

市民課 １件 １件

環境政策課 １件 ０件

福祉課 １件 ０件

商工観光課 １件 ０件

都市計画課 １件 ０件

土木建設課 １件 ０件

建築住宅課 １件 ０件

水道管理課 １件 ０件

下水道課 １件 ０件

会計課 １件 ０件

教育総務課 １件 ０件

文化課 １件 ０件

予防課 １件 ０件

子ども未来課 ０件 １件

５．異議申立て　　　　０件

　　　　　

　　　　　　
総務課℡２３-３０１９

申
問

申
問

庁

庁

庁

交

問

問

問

問

地

広
報
や
す
ぎ

点
字
版
は
図
書
館
に

あ
り
ま
す

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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農
林
振
興
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
農
林
振
興
課
℡
23-

３
３
３
０

５
百
円

▽
畑
の
緩
傾
斜
…
３
千
５
百

円※
基
礎
活
動
の
み
実
施
の
場

合
は
、
単
価
の
８
割
を
交
付

申
請
期
限　
６
月
30
日
㈭
ま

で
に
協
定
書
を
提
出

②
耕
畜
連
携
稲
わ
ら
集
草
事

業
費
補
助
金

　
粗
飼
料
自
給
率
向
上
と
安

定
供
給
を
図
る
た
め
、
稲
わ

ら
を
集
草
し
、ヘ
ー
ベ
ー
ラ
、

ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
等
で
梱
包
し

た
面
積
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
。

対
象　
稲
わ
ら
の
収
穫
・
調

整
を
行
い
、
市
内
の
畜
産
農

家
等
へ
供
給
で
き
る
組
織
。

（
規
約
等
を
有
す
る
も
の
に

限
る
）

補
助
額
等　
集
草
面
積
10
㌃

当
た
り
２
千
円
以
内
（
１
０

０
円
未
満
切
捨
て
）

申
請
期
限　
８
月
31
日
㈬

③
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

補
助
金

　
有
害
鳥
獣（
イ
ノ
シ
シ
等
）

に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、 

資
材
等
購
入
に
要
す
る
経
費

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
▽
市
内
で
農
地
を
有

す
る
人
ま
た
は
維
持
管
理
を

す
る
農
林
作
物
生
産
者　
▽

農
林
作
物
生
産
者
を
有
す
る

集
落
組
織　
▽
営
農
集
団
等

補
助
率　
装
置
購
入
費
の
１

０
０
分
の
50
以
内
の
額
を
補

助
し
ま
す
。（
上
限
あ
り
）

内
容　
鳥
獣
類
の
被
害
防
止

対
策
の
た
め
の
防
護
壁・柵・

支
柱
・
網
や
電
気
牧
柵
、
爆

音
機
な
ど
（
平
成
28
年
９
月

30
日
ま
で
に
設
置
し
た
も

の
）
※
お
り
、
わ
な
、
爆
音

機
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
要
す
る

費
用
お
よ
び
、
他
の
補
助
金

を
受
け
た
も
の
を
除
く
。

申
請
期
限　
10
月
31
日
㈪

そ
の
他　
申
請
書
は
農
林
振

興
課
（
伯
太　
）、
総
合
案

内（
安
来　
）、
広
瀬　
（
広
瀬

　
）
に
設
置
。

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催

　
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ

ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
２-

32-

５
９
０
５

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識

や
本
人
へ
の
対
応
の
工
夫
を
学

び
、
ご
家
族
同
士
で
語
り
合
う

「
家
族
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
の
不
安
や
焦
る
気
持
ち

を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
場
で
す
。

日
時　
７
月
４
日
㈪
、
９
月
13

日
㈫
、
10
月
11
日
㈫
、
11
月
15

日
㈫
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

対
象　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者

（
中
学
校
卒
業
後
）
の
い
る
家
族

申
込
方
法　
電
話
な
ど
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
に
入
り
ま
せ
ん
か

　
島
根
県
国
民
年
金
基
金

  

℡
０
１
２
０-

６
５
４-

１
９
２

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
の
人
が
、

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

加
入
で
き
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

加
入
で
き
る
人　
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１
号

被
保
険
者
お
よ
び
、
日
本
国
内

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
お
よ

び
、
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

毎
月
の
掛
金　

加
入
時
の
年

齢
、
男
女
の
別
、
選
択
す
る
給

付
の
型
と
口
数
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。

※
上
限
は
月
額
６
万
８
千
円

年
金
給
付　
年
金
額
の
加
入
口

数
、
年
金
受
取
期
間
に
よ
り
年

金
額
が
決
ま
り
ま
す
。
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
あ
わ
せ
た
年
金
額
や

受
取
期
間
を
設
計
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
防
設
備
士
試
験
（
甲・乙
種
）

　
　
一
般
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部　

  

℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

試
験
日　
８
月
28
日
㈰

場
所　
松
江
市
ほ
か

申
請
期
間　
６
月
28
日
㈫
～
７

月
12
日
㈫
（
電
子
申
請
は
６
月

25
日
㈯
～
７
月
９
日
㈯
）

※
受
験
願
書
は
、
消
防
本
部
、

広
瀬
分
署
、
比
田
分
駐
所
、
伯

太
分
署
に
設
置
。

に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で

国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
る
人

※
厚
生
年
金
や
共
済

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金

　
生
産
条
件
の
不
利
な
地
域

に
お
い
て
、
制
度
で
定
め
る

傾
斜
要
件
を
満
た
し
、
１
㌶

以
上
の
農
用
地
を
保
有
す
る

集
落
等
に
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象　
５
年
間
の
活
動
（
農

用
地
・
農
業
用
施
設
の
維
持

管
理
、
農
業
の
有
す
る
多
面

的
活
動
の
実
施
）
協
定
を
締

結
し
た
集
落
等

傾
斜
要
件　
▽
田
の
急
傾
斜

…
20
分
の
１
以
上　
▽
田
の

緩
傾
斜
…
１
０
０
分
１
～
20

分
の
１
未
満　
▽
畑
の
急
傾

斜
…
15
度
以
上　
▽
畑
の
緩

傾
斜
…
８
度
～
15
度
未
満

交
付
単
価
（
10
㌃
当
た
り
）

▽
田
の
急
傾
斜
…
２
万
１
千

円▽
田
の
緩
傾
斜
…
８
千
円

▽
畑
の
急
傾
斜
…
１
万
１
千

問

問 問

申
問

庁

庁

庁

地

　
平
成
28
年
度
の
農
林
振
興
支
援
制
度
を
紹
介

し
ま
す
。そ
の
他
の
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
５
カ
月
～
６
カ
月
児
、
９
カ

月
～
11
カ
月
児
対
象

日
時
・
場
所　
６
月
21
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時
（
受
付
時
間
）　

▽
９

～
11
カ
月
児
…
13
時
30
分
～
13

時
45
分
（
受
付
時
間
）、

申
込
期
限　
６
月
17
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、

参
加
費
１
０
０
円
、お
て
ふ
き
。

乳
幼
児
健
診

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-
３
２
２
２

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
６
月
９
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
６
月
７
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
８
月
生
ま
れ

日
時
・
場
所　
６
月
５
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、

対
象　
２
月
～
４
月
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
。

内
容　
歯
科
検
診
、歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、予
約
票
、ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

●
12
カ
月
～
24
カ
月
児
対
象

日
時　
６
月
14
日
㈫
９
時
45
分

～
10
時
（
受
付
時
間
）

場
所　

申
込
期
限　
６
月
10
日
㈮

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

そ
の
他　
人
数
に
よ
り
４
か
月

児
健
診
の
日
程
で
ご
案
内
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
６
月
23
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
26
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ

シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
６
月
23
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
25
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

日
時　
６
月
15
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
27
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

保　

健

がん検診を行います
　「がん」は早期に発見し、
治療することが大切です。
各地で検診車が巡回します
ので、検診を受けましょう。

日時・場所
●６月６日㈪ 胃がん・肺がん・大腸がん
　８時30分～9時15分、伯太中央
　10時～11時、赤屋
●６月７日㈫ 乳がん・子宮がん
　８時30分～11時、伯太中央　
　（子宮がんは９時から）
　子宮がん
　13時～13時30分、赤屋　
　14時～14時30分、井尻
●６月８日㈬ 胃がん・肺がん・大腸がん
　８時～９時15分、布部
　10時～11時、比田
●６月22日㈬ 乳がん
　９時～11時30分、ピュアレ（広瀬町）
　13時30分～15時30分、
　　　　　ウェルネス安来店（飯島町）

　　　いきいき健康課
　　　　　　℡２３-３２２０

子育てに役立つ情報満載！

　子育てに役立つ情報を盛り込んだサ
イト「安来市子育ておでかけマップ」
を開設しました。
　遊び場や医療機関、お店などを紹介
し、子どもを連れて市内にお出かけす
る際に利用できるものです。ぜひ、ご
利用ください。
開設場所　市ホームページトップ画面
の下部にあるバナーから利用できます。
　※掲載情報は随時更新します。
　※子育て世帯向けのサービスを行っ
　　ている事業者も募集します。

子ども未来課　℡２３-３２２２
問

問

問

申
問

申
問

申問

交
交

交

交
交

交
交

伯伯

健健

健

健

健

健

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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●
パ
ソ
コ
ン
入
門
夜
間
コ
ー
ス

　
訓
練
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
21
日
㈫
～
７
月
８

日
㈮
の
間
の
火
・
金
曜
日
の
６

日
間
、
17
時
30
分
～
19
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　
▽
事

前
に
窓
口
・
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　
職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
と

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　
各
講
座
一
人
５
０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）。

そ
の
他　
▽
日
時
、
人
数
、
講

習
内
容
は
事
前
に
相
談
。

求
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
「
８
月
期
受
講
生
」
の
募
集

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

℡
０
８
５
２-
31-
２
３
０
９

　
求
職
者
（
主
に
雇
用
保
険
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
）
を
対
象

に
、
地
域
企
業
の
人
材
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
専
門
的
技
能
・
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
必
要
な
実
践
的
技

能
・
知
識
な
ど
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集　
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ

ス
科

訓
練
期
間　
８
月
３
日
㈬
～
平

成
29
年
２
月
28
日
㈫

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島

根
（
松
江
市
東
朝
日
町
）

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈬
～
７

月
７
日
㈭

●
説
明
会
・
見
学
会

日
時　
６
月
３
日
㈮・21
日
㈫・

７
月
６
日
㈬

心
の
健
康
相
談（無

料
・
要
申
込
）

　
　
松
江
保
健
所

  

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

　
精
神
科
医
、
保
健
師
、
酒
害

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
６
月
２
日
㈭
・
8
日
㈬

・
29
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30

分場
所　
松
江
保
健
所
（
松
江
市

東
津
田
町
）

内
容　
心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

※
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

教
室
・
講
座

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ

ン
ト

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

●
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ケ
ア
（
要
予
約
）

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、

歌
っ
た
り
、
楽
器
や
バ
ル
ー
ン

を
使
っ
て
親
子
で
音
遊
び
を
楽

し
み
ま
す
。

日
時
・
場
所　
６
月
30
日
㈭
10

時
30
分
～
12
時
、

●
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
講
座

　
ほ
ん
の
ひ
と
と
き
お
母
さ
ん

が
育
児
か
ら
離
れ
、
ほ
っ
と
で

き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
・
場
所　
６
月
13
日
㈪
10

時
30
分
～
12
時
、

持
ち
物　
洗
面
器
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
２
枚
。

そ
の
他　
▽
要
予
約　
▽
託

児
あ
り
（
要
予
約
）。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-

１
７
５
０

　
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
６
月
６
日
㈪・13
日
㈪・

20
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　
▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室  

ワ
ー
ド
初
級

コ
ー
ス

※
オ
フ
ィ
ス
２
０
１
３（
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
８・
１
）

日
時　
６
月
21
日
㈫
～
24
日
㈮

の
４
日
間
、
９
時
30
分
～
12
時

30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象　
▽
定
員
15
人　

▽
要
申
込　
▽
パ
ソ
コ
ン
の
持

込
不
要　

相　

談

６
月
１
日
は
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　
人
権
施
策
推
進
課

　
℡
23-

３
０
９
５

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
毎
年
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ

を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
特
設
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
安
来
市
で
も
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
、
身
近

な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
皆
さ
ん
と
共
に
問
題

解
決
に
向
け
て
の
方
法
を
考

え
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

日
時　
６
月
１
日
㈬
９
時
30

分
～
12
時

場
所　
安
来
中
央　
、
広
瀬

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
伯
太

中
央

安
来
市
人
権
擁
護
委
員

原
治
男　
山
中
英
三　
石
飛

玲
子　
小
村
修
司　
池
上
幸

秀　
安
部
良
江　
若
林
太
枝

三
輪
郁
夫　
前
田
進

申
問

申
問

申
問

申
問

問

交

交

健健
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司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　
℡
０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

日
時
・
場
所　
６
月
18
日
㈯
13

時
～
17
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

内
容　
遺
産
相
続
、
遺
言
、
不

動
産
の
売
買
、名
義
変
更
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
・
ロ

ー
ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質
商

法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、
調

停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財

産
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法

律
相
談
・
登
記
相
談
。

（
予
約
優
先
、
秘
密
厳
守
）。

※
平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分

に
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　
▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
～
12
時　
▽
市
民
相
談

室
℡
23-

３
０
６
８

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
（
要
予

約
）

　
仕
事
に
悩
み
を
抱
え
る
若
者

の
総
合
相
談
窓
口
。

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０　

▽
11
時
～

16
時

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

第
27
回
安
来
市
ふ
れ
あ
い
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
大
会

　
　

安
来
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

協
会
・
内
藤
（
19
時
以
降
）

　
℡
22
‐
２
０
９
５

　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
す
。

日
時　

６
月
５
日
㈰
９
時
～

（
受
付
８
時
30
分
～
）

場
所　
安
来
市
民
体
育
館

種
目　
女
子
の
部
…
①
45
歳
未

満
の
部
、
②
45
歳
以
上
の
部

ふ
れ
あ
い
の
部
…
男
女
及
び
年

齢
制
限
な
し
（
初
心
者
優
先
）

チ
ー
ム
編
成　
４
人
制
で
１
チ

ー
ム
５
人
ま
で
登
録
可

参
加
料　
女
子
の
部
…
２
０
０

０
円
（
参
加
賞
あ
り
）

ふ
れ
あ
い
の
部
…
１
０
０
０
円

（
参
加
賞
あ
り
）

申
込
締
切　
５
月
27
日
㈮

そ
の
他　
▽
各
チ
ー
ム
は
ゼ
ッ

ケ
ン
と
ボ
ー
ル
１
球
を
用
意
す

る
こ
と
。

ロ
ン｣

▽
10
時
～
12
時　
▽
定
住
企
画

課
℡
23-

３
０
５
９

第
22
回
地
域
交
流
会
「
出
会
い

　
励
ま
し　
支
え
合
い
」

　

安
来
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
テ
ッ
プ

　
℡
23-

０
３
５
７

日
時
・
場
所　
６
月
26
日
㈰
13

時
～
15
時
、
安
来
第
一
病
院
体

育
館

内
容　
安
来
市
の
歌　
「
愛
し

　
ふ
る
さ
と　
安
来
」
を
作
成

し
た
田
部
由
美
子
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
福
祉
事
業
所
に
よ
る

発
表
会
な
ど
。

そ
の
他　
▽
入
場
無
料　
▽
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

中
。

第 21回
吉田ほたる祭り

イ
ベ
ン
ト

栄養相談（無料・要予約）
食生活などの心配はありませんか？

　食生活や健診
結果などについ
て、管理栄養士
が専門的なアド
バイスを行いま
す。減量したい、
メタボを解消し
たい、コレステロール値、血糖値
が高めなので改善したいなど、健
康について相談してください。

日時・場所　
▽６月14日㈫９時30分～16時、
　安来中央　
▽６月28日㈫９時～12時、

　　 いきいき健康課
　　℡ 23-３２２０

　ホタルの生息地として知
られる吉田川では、多くの
ホタルが、蛍光色をほのか
にともし川辺を飛び交う幻想的な光景を見せてくれます。
　期間　６月９日㈭～13日㈪（イベントは11日㈯）
　場所　吉田　とその周辺
　内容　ホタルや環境に関するパネル展（吉田　）
　　　　～ 11日にイベントを開催します～
　　　　・開会セレモニー（19時～）
　　　　・そうめん流し（18時30分～）
　　　　・広場では夕刻から出店あり
　　　　　　 吉田ほたる祭り実行委員会℡２７- ０３２５

申
問

問

問

問

申問

交

交
交

健

庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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あ

エッサくんと行く

広
報

や
す

ぎ
　

平
成

2
８

年
６

月
号

昔さ ぽん
むかし

古紙配合率70％再生紙を使用しています

やすぎ再発見

柳
やなぎ

地
じ

蔵
ぞ う

さん

　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、大
だい

凶
きょう

作
さく

が続
つづ

き、全
ぜん

国
こく

で食
た

べ物
もの

が不
ふ

足
そく

しま

した。安
やす

来
ぎ

でも米
こめ

や野
や

菜
さい

がとれなくて農
のう

民
みん

も町
ちょう

人
にん

も困
こま

っ

ていました。町
まち

は食
た

べ物
もの

を求
もと

める人
ひと

や餓
が

死
し

する人
ひと

、病
びょう

気
き

で倒
たお

れる人
ひと

などであふれました。

　西
にし

灘
なだ

で回
かい

船
せん

問
どん

屋
や

を営
いとな

んでいた大
おお

笹
ざさ

屋
や

の主
しゅ

人
じん

・茂
も

七
しち

は、

この様
よう

子
す

に心
こころ

を痛
いた

めていました。そして、ある決
けつ

意
い

をす

るのです。ある日
ひ

、茂
も

七
しち

から相
そう

談
だん

を受
う

けた大
おお

笹
ざさ

屋
や

の手
て

代
だい

が、大
おお

笹
ざさ

屋
や

にある松
まつ

江
え

藩
はん

の米
こめ

蔵
ぐら

の石
いし

を外
はず

し中
なか

に入
はい

りまし

た。そして、一
いっ

俵
ぴょう

、また一
いっ

俵
ぴょう

と米
こめ

俵
だわら

を運
はこ

び出
だ

し、すべて

貧
まず

しい人
ひと

に分
わ

け与
あた

えたのです。米
こめ

がなくなってしまった

ことがばれないよう、正
しょう

面
めん

入
いり

口
ぐち

に米
こめ

俵
だわら

を残
のこ

して蔵
くら

には一
いっ

杯
ぱい

に米
こめ

俵
だわら

があるように見
み

せかけていました。

　ところが運
うん

悪
わる

く、関
かん

東
とう

の凶
きょう

作
さく

を助
たす

ける役
やく

に松
まつ

江
え

藩
はん

が選
えら

ばれました。そして藩
はん

の役
やく

人
にん

が大
おお

笹
ざさ

屋
や

にやってきて米
こめ

蔵
ぐら

を点
てん

検
けん

したのです。すぐに蔵
くら

の中
なか

が空
から

っぽであることが

わかり、茂
も

七
しち

は捕
と

らえられてしまいました。ところが、

大
おお

笹
ざさ

屋
や

の手
て

代
だい

が「旦
だん

那
な

様
さま

は関
かん

係
けい

ありません。すべて私
わたし

が

やったことです」と

話
はな

し、身
み

代
が

わりとなっ

てかわいそうな最
さい

期
ご

を遂
と

げました。大
おお

笹
ざさ

屋
や

と町
まち

の人
ひと

は地
じ

蔵
ぞう

堂
どう

を建
た

て、柳
やなぎ

地
じ

蔵
ぞう

と呼
よ

び、手
て

代
だい

の働
はたら

きに感
かん

謝
しゃ

して祈
いの

りをささげ

ました。

柳地蔵（安来町）

　国道９号から中町の路地を50㍍程進んだお堂に柳地蔵がまつら
れています。この通りは、納屋通りと呼ばれ、昔から手代や番頭
ら商家の奉公人や料亭に出入りする芸者などが多く住んでいた場
所でした。
　お堂を管理する中町自治会は、このお話しを語り継ぎ、現在も
年間を通して清掃を実施しています。また、毎年
８月18日・19日はお堂周辺をちょうちんなどで飾
り、地蔵祭りを催し、町内でお祈りをささげ、夜
遅くまで語らいます。柳地蔵は、280年以上経て
も人々に愛され、そして現在も地域活性化に多大
な貢献をしています。

四コママンガ

▲中央にまつられているのが柳地蔵。


